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　今年度は、海外での発表を含めて3つの学
会発表をしました。一つは女性アスリ トーのキ
ャリア形成に関すること（海外）。二つ目は、ス
ポーツに関わる子どもの保護者がどのように
進路選択決定プロセスに関わるのか、という
教育学的な視点に着目して発表をしました。こ
れら二つはスポーツ選手のキャリア形成に関
連することです。それらとは別に、「祭り」とい
う身体活動から見える地域社会の人々の関係
性について発表しました。以下に、発表抄録を
まとめたものを載せておきます。
１．はじめに
　本稿は、式年造営御柱大祭（以下、御柱祭）
における目処梃子（以下、メドデコ）に乗る身
体について、それを支える役割から検討するこ
とが目的である。これまで、社会学において祭
り研究は社会統合論や共同性論において議論
がされてきている（松平,1990竹元,2014田中
,2007）。その一方で身体を基底にした祭りに
おいて、身体から祭りを問いかける研究は決し
て多いとは言えない。そこで、身体（メドに乗
る）を通した経験による「語り」から御柱祭を捉
え返していく試みである。
２. 研究対象と分析方法
２.１　研究対象
　御柱祭は長野県諏訪地方で寅申の７年に１
回開催されるお祭りであり、約1,200年以上
も継続された日本の三大奇祭のひとつでもあ
る。諏訪大社は諏訪市神宮寺の上社本宮(か
みしゃほんみや)・前宮(まえみや)と下諏訪町
の下社春宮(しもしゃはるみや)・秋宮(あきみ
や)の４宮に分かれており、上社、下社の２つ
に分かれて開催されている。ただし、上社(か
みしゃ)では柱に角(つの)のようなメドデコが
取り付けられ、そこに氏子たちを乗せて柱は曳
かれていく（下社(しもしゃ)にはメドデコはな
い）。山出しでは、山から（約20km）里まで柱
を曳き、その後、里曳きで各４宮まで曳かれ各
宮の周囲４箇所に柱が建てられる。すなわち、
上社、下社で16本の柱が建てられる。御柱は
大きいもので約10トン、長さが16̃17メ トール
はある大木である。本稿では、上社のメドデコ
に乗る氏子たちの身体を支える協働性に着目
する。
２.２　調査方法
　筆者は2014年から上社担当8地区のうちの
A地区にお世話になっており、本祭時の2016
年時には関係者の許可を得て担当地区の山出
し、里曳きなどに氏子として参加することに
より参与観察および聞き取り調査を行ってい
る。また、現在も継続して定期的にA地区を訪
れ関係性を保ちつつ調査を継続している。本
稿における内容は、それらの調査データに基づ
いている。
３．地区祭礼組織とメドデコへ乗るこ
との関係性
　メドデコは、上社担当の8本の柱にのみ取り
付けられる。山出しの時には、「穴山の大曲」、
「木落し」と「川越し」という３箇所のメインの
場所がある。特に後２箇所には観客席が設置
されている。この時には通常６名が乗るメド
デコの長さを入れ替え、８-10名が乗ることが
可能な長いメドデコになる。ほぼ全ての行程
で、メドデコに乗るのは基本的に20-40代の
若者である。７年に１回の祭りであることを考
慮すると、メドデコに乗るチャンスが巡ってく
るのは３回ほどに限られる。すなわち、全員が
希望通り乗ることはできないのである。そのた
め、誰がどこで何番目に乗るかは、地区祭礼組
織が地区への貢献度などを考慮して決定され
る。A地区では、1998年以前はメドデコにのる
ために小さなグループが組織され争いも起き
ていたが、その後、地区間を横断した若手氏子
（若衆）を束ねた新たな組織（P組織）が形成さ
れ、そこが各区、組織への貢献を考慮しつつ、
争いが極力起きないよう特別の場所以外は意
識して若衆を乗せるようになっている。
４．身体で享受する曳行作業の協働性
　曳行作業とは、元綱(もとずな)（男・女綱）、
命綱(いのちづな)、メドデコ係、梃子(てこ)
係、追掛(おっかけ)綱、御幣(ごへい)持ち（お
んべ）など大きく６つある。若手氏子（はじめ
ての参加）が花形であるメドデコに乗ることは
多くの地区ではない。しかし、この地区では柱
を支える作業をする若手氏子もメドデコに乗
るチャンスがある。メドデコを左右に振りなが
ら曳行し、その間にメドデコが傾くと必死に声
を出しながらバランスを取っていくのである
（バランスが崩れると乗り手や責任者から、常
に罵声を浴びせられる）。このバランスが崩れ
ると柱は大きく傾き倒れてしまい、メド乗りが
柱の下敷きになってしまうため必死なのであ
る。すなわち、乗り手は他の曳行作業者に命を
預けることによって、人々の視線のなかでその
身体性を発揮するのである。「川越し」の際に
思いがけず乗ることができた若衆たちに直会
(なおらい)（祭り後の神前に供えた御饌御酒(
みけみき)を参加者と頂くこと）時に不安がな
かったかを尋ねると、「今回、乗れるとは思って
いなかった」でも「常に支えてもらってっから」
と言う。これは、メドデコ以外を担当すること
により支える者の大変さを、身体を通して共有
されていくからだと解釈できる。
５．まとめと課題
　本稿では、御柱祭でメドデコに乗る身体に
ついて、それを支える役割から考察してきた。
そこには地区の人間関係を基底としつつ、危
険を伴いメドデコに乗る身体とそれを支える
行為の協働性が、地区による関係性を再構築
している。また、同時に身体を通した協働作
業を経由することにより、御柱祭の記憶を堆
積させつつ受肉化（incarnation）していくので
ある。ただし、これは地区の事情や近年の変
化である可能性はあり、今後は、他地区の事
例数、歴史的な変容を含めた比較研究が必要
であろう。
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